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＜点 鐘＞ 会長 大保木 正博 

＜ロータリーソング＞ 奉仕の理想 

 

＜会長の時間＞ 会長 大保木 正博 
 

先々週、4 月 17 日に 2016～2017 年度の地区研修・協議会

が開催されました。当クラブはホストクラブとして携わり

ましたが、前日の準備から当日の本番まで、地区幹事の皆

様そして休日にもかかわらずご協力いただきました会員

の皆様、本当にお疲れ様でした。クラブの会長としまして

厚く御礼申し上げます。御協力ありがとうございました。 

横殴りの暴風雨の中、多くの

アクシデントの連続でした

が、それぞれの担当の皆さん

が抜群の対応をしていただ

き成功裡に完了することが

できました。 

対応変更判断の速さと行動

の速さは本当に特筆ものだったと思います。 

こうしたところは私たちクラブの誇れるところだと思い

ます。 

 私は「RI 会長賞受賞クラブ」によるパネルディスカッシ

ョンに参加しましたが、その中で二つのことを思いました。 

一つは、このパネルディスカッションでは昨年度の受賞が

話題となります。 

昨年度の RI 会長賞受賞に向けた活動を再度みるにつけ、

本当に昨年度の永家会長・高原幹事には頑張っていただい

たなあと思いました。永家前会長には、当クラブの青少年

奉仕活動の道筋をつけていただいた方だと私は尊敬して

います。そうした流れを大事に今後も活動をしていかなけ

ればとの思いを強くしました。 

今一つは、会長賞受賞を目指すことは、クラブの活性化と

ロータリーの広報とクラブ更にはロータリーのイメージ

アップに繫がっているということです。 

過去 10 回の会長賞受賞から皆さんが体感されていること

ではないでしょうか。クラブ内においては、皆さんにいろ

いろな役割を担当していただく中で事業資金はいくら要

るのか、補助金をどう申請しどう使えるのかなど、計画企

画段階から参加意識が高まり、完了したときには皆でやり

遂げたという達成感が共有されると思います。 

外に対しては私たちのクラブがどんな活動をしているか

を知っていただく大きな機会となります。マスコミに取り

上げていただく機会も増えます。これを地道に継続するこ

とで認知度が上がり、公共イメージの向上にも繋がります。

それを見た方が、「自分もこんな活動に参加したいな。こ

んなクラブに入りたいな」という想いを抱かれることに繋

がると信じています。それは直ぐには効果が出ませんが将

来必ずや増強に繋がることと思います。 

会長賞に挑戦することに関しては、人それぞれ考えは違い

ますから、全員が熱い思いで会長賞に挑戦しようと思う方

ばかりではないと思います。 

しかしながら、会長賞に挑戦しようという一人の熱い思い

は二人に広がり、その二人の熱い気持ちは四人に広がると

思います。四人の思いは八人に広がります。そしてそれが

クラブの活性化に繋がります。年度によっては結果的に受

賞に繋がらない場合もあろうかと思います。しかしそれは

間違いなくクラブの次の活力に繋がるものだと私は確信

しています。 

またロータリーという組織の一員として、組織のリーダー

であるガバナーの「RI会長賞に挑戦しよう」という方針に

沿って活動することは当然のことと思います。 

以上の思いから、明確に会長賞受賞を目指すことは、結果

として賞を得ることのみが到達点ではなくなるのですか

ら、ロータリー活動の中で大変重要で効果的な事であると

思います。 

剱田ガバナーエレクトも会長賞に挑戦することを推奨し

てみえますし、田中会長エレクトも既に会長賞受賞に意欲

満々ですので、挑戦されると思いますが、その節はクラブ

の活性化を目指して協力してまいりましょう。 

 

＜幹事報告＞  幹事 坂之上 健一 
 

◎国際ロータリー第 2630地区ガバナー事務所より 

 ・2016年度規定審議会報告会 

  日時： 5月 12日(木)15：30～17：00  

四日市市文化会館 

  または 5月 13日(金)14：00～15：30 十六プラザ 

 ・平成 28年熊本地震義援金について 

 ・韓国 3600 地区ＩＡ年次大会交換交流派遣学生募集の

ご案内 

◎国際ロータリー第 2630 地区濃飛グループガバナー補佐

より 

 ・会長・幹事懇談会開催のご案内 

  日時：6月 25日(土)15：30～ 

  会場：洲さき 

  登録料：10,000円 

◆会長  大保木 正博   ◆幹事  坂之上 健一   ◆会報委員長 谷口 欣也  ◆会報担当 村瀬 祐治 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1086 回 
57 名 56 名 47 名 － 83.93％ 

前々回 

1084 回 
57 名 56 名 45 名 9 名 98.21% 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT WEEKLY REPORT 

2015～2016 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「外に発信 内に達成感 さあ行動しよう！」 

＜出席報告＞ 
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○国際ロータリー第 2630 地区次期地区青少年育成小委員

長より 

 ・活動報告 DVD送付について 

○可茂ロータリークラブより 

 ・創立 30周年記念誌 

 ・会報 

○高山西ロータリークラブより 

 ・例会変更のお知らせ 

  5月 20日（金）→21日(土)15：30～新緑家族例会 

プレイビー及び桃園 

   6月 24日（金）休会 定款により 

＜飛騨慈光会後援会より＞ 

 ・第 11回総会のご案内 

  日時：５月１４日（土）１５：００～ 

  会場：山ゆり福祉会館 1階ホール 

 

＜地区研修・協議会報告＞  

田中 雅昭 
 

皆さんこんにちは。平成２８年熊本地震に於いて犠牲にな

られた方々に心より哀悼の意を表します。又被災に遭われ

た多くの皆様方に、また避

難生活を強いられて見える

方々にお見舞い申し上げま

す。一日も早い復興をお祈

り申し上げます。又協議会

前日の準備作業中に怪我を

された平林さんへも心より

お見舞い申し上げます。無

事に処理をされたとのことで安心しております。 

さて今日 4 月 25 日はファーストペイデー（初任給の日）

です。多くの企業や会社では 25 日が給料日で新入社員が

初めて給料をいただく日です。私も今から 36 年前、名古

屋の会社にて初任給を頂きました。手取 10 万円そこそこ

だったのかな。今でこそ親に感謝して「ありがとう」の言

葉を添えて親に渡しなさい、なんて社員に言えますが、当

時はそんな思いもなく今更になって反省しきりです。初任

給は競艇場か競馬場に寄付したような記憶があります。す

べては親が健全なうちに感謝の言葉を掛けたいものです。

「私を生んでくれてありがとう」と 

地区研修協議会は味噌汁で始まり、味噌汁で終わった感が

あります。それぞれの担当部署において最大限のおもてな

しでお迎えするメンバーの気持ちが、今回の協議会開催を

成功に導いたものと確信いたします。準備段階から本番当

日まで皆さんのご苦労に敬意を表します。皆さんドローン

はご覧になられましたか。地区大会ではドローンを成功さ

せるぞーと今井さんが言われておりました。期待しており

ます。 

剱田ガバナーエレクトが、国際協議会で研修を受けてこら

れ、ＲＩ会長エレクトテーマである「人類に奉仕するロー

タリー」により次年度 2016－1017 年度の地区テーマ及び

方向性を示されました。そして剱田ガバナーエレクトは

「最も多く出席するもの最も報われる」と言われました。

それに伴い現在、各委員長さんに次年度の計画を練って頂

いております。クラブの活動方針は 1.ＲＩ会長賞を受賞し

ます。2.会員数を 61名にします。3.出席率（会長支持率）

を 90％台にします。この三つの活動方針に向かって全ての

メンバーが関わりあう事のできる活動を推進して行きた

いと思います。 

剱田ガバナーエレクトは「夢あるところには理想がある。

理想像を持ってアドバルーンを揚げよう」と。 

次年度高山中央ロータリークラブのテーマは 

「情熱と友情そして・・・永遠（とわ）に」です。剱田ガ

バナー年度の会長として皆様と共に情熱を燃やし、ロータ

リアンの友情を共に喜び、高山中央ロータリークラブが永

続発展するための一年にしていきたいと思います。さらに

は当クラブがホストとして開催する地区大会を、島実行委

員長を中心に全ての皆さんと共に盛り上げ、記念すべき有

意義な思い出の残る大会となることを確信いたします。 

 

中田 学 
 

会場では、受付、役割分担や業務内容が明確でスムーズに

出来たと思います。プログラ

ムに入ってからは例年のよ

うに参加者として各セミナ

ーをお聞きしました。 

次年度は「幹事」という未知

の世界で、クラブ運営への

様々な取組、心構えを学ぶセ

ミナーや分科会で教えて頂

いたことを活かすことが出来るよう精一杯努めなければ

と思いました。まだまだ、知らない事ばかりで不安ですが

頑張ります。 

今回の研修協議会は、いつもはお客さん的立場でしたが、

今回は設営、お迎えする立場でめったにない事を体験し、

準備に苦労したことによりセミナーや研修会を受ける姿

勢を正すことを学びました。 

この経験をしっかり 10 月の地区大会に活かしたいと思い

ますし、クラブ一丸となってその日を迎えたいと思います。

皆様宜しくお願い致します。 

 

新井 信秀 
 

当日の分科会職業奉仕委員会には、総勢 152名ほどの皆さ

んが参加されました。 

パストガバナー服部芳樹先生作成のパワーポイントを用

いての岩田委員長による講

演でした。なかなか理解し難

い、職業奉仕についての基本

的な考え方、捉え方について

のお話でした。 

その場では、なんとなく理解

できたつもりなのですが、今

ここで皆さんにお伝えしよ

うと思うと上手く出来ません。会場の多くの皆さんが、こ

の資料をお借りして担当例会でお伝えしたいと言ってお

られました。私も出来たらと思っております。 

その他、会場では新入会員さんもいらっしゃいまして、職

業奉仕とは関係なく大変面白い質問も出ました。 

LCと RCの違いは？とか、社員は RCを理解していますか？

等々ありました。 

その質問も面白いのですが委員の方の回答も明快で RC の

歴史をよく勉強されているなと感心させられました。 

 

下田 徳彦 
 

地区研修・協議会を終えて、

地区幹事をはじめ高山中央

ロータリークラブの皆様の

結束力、企画力を改めて感

じることができました。準

備、設営、片付けまで本当

にお疲れ様でした。私自身
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は地区役員という立場でもありましたので、表と裏の両方

の視点から本会を見ることができましたが、一言で表すな

ら「さすが高山中央ＲＣ」だなと思うのと同時に次年度に

向けて身の引き締まる思いです。 

当日の私の役割は弁当係でしたが、思わぬ悪天候という非

常事態においても、一人ひとりが臨機応変に対応し、一杯

の温かい味噌汁の「おもてなし」は、きっと参加者に届い

たことでしょう。委員長としてステージ登壇がありました

ので舞台裏にも行きましたが、そこでもきめ細かい配慮が

されていました。分科会は青少年奉仕部門として、インタ

ーアクト、青少年交換、ローターアクト、そして青少年育

成の 4つの委員会が、同会場にてこれまでの活動報告と次

年度の活動方針について発表しました。それぞれ 15 分～

20分程度の持ち時間の中、青少年育成小委員会の委員長と

いう立場で発表させていただきました。内容については、

主に活動方針として「出前講座の普及」に絞り、地区内の

クラブに対して支援していきたいということをお伝えし

ました。他の３つの委員会では消極的な意見が多い中、是

非取り組んでいきたいと言う意欲あるクラブもみえ、前向

きな意見もお聞かせいただけ、意義ある分科会となりまし

た。 

分科会後に行われたパネルディスカッションでは、ＲＩ会

長賞を受賞された 3クラブの活動事例が紹介され、大保木

会長と石垣次期地区研修委員長とのやりとりの中で、「出

前講座」の話題に触れられ、改めて「出前講座」の必要性

を感じたのと同時に、その運営を「キャリア教育を考える

会」という新組織で行われている事自体が、ロータリーで

いう RCC という手法であることを知ることが出来ました。 

ご案内になりますが、今年度は 7中学で出前講座が開催さ

れます。当クラブは丹生川中学校を担当しますが、6月 10

日（次年度事業の前倒し）に開催されます。改めて書面に

てご案内いたしますが、皆様ご協力お願いします。 

RCC：ロータリー地域社会共同隊（RCC）は、ロータリーク

ラブ会員以外の人びとが、ロータリーの取り組みに賛同し、

地域社会のためにボランティア活動をするグループです。

RCC メンバーは、地元地域のプロジェクトを計画・実行な

ど、ロータリークラブのプロジェクトに協力します。 

 

 

≪2016年度規定審議会・会員身分と 

例会の柔軟性について思う事≫ 

剱田 廣喜 
 

ロータリーの原点と言うのはロータリアンとそのロータ

リアンの集合体、クラブにあります。したがって RI がど

っちの方向に動いて行こうと皆さん自身が真のロータリ

ーの原理・原則をわきまえてそしてそれをクラブとして行

動を行っていけば絶対に間違う事がないという事になり

ます。 

【ロータリーの原理・原則】 

①ロータリーの中心概念 

〔親睦と奉仕〕 

ロータリーは親睦と奉仕の中に宿る P・ハリス 

②個人倫理 

〔ロータリーの道徳律〕 

高い職業倫理・職業に貴賤なし・天職・黄金律 

③組織原理 

〔一業種一会員の限定会員制度〕 

〔定期的な例会出席〕  

④実践倫理 

決議 23-34に示された奉仕活動の実践  

いま私たちは、ロータリーの伝統、文化を大切にする、職

業奉仕を中核とした人づくりのロータリーを選択するか、

国際ロータリーの言われるまま NGO法人としての道を進む

のか選択を迫られて

います。 

ロータリーは慈善団

体でも、寄付団体でも

ありません。ロータリ

ーとは、一業種一会員

制による会員が週一

回のクラブ例会に集

い切磋琢磨、自己研賛

により、職業倫理、奉仕の心を培う、そしてお互いの職場

や地域社会に帰り仕事や社会活動に取り組む、即ち I SERVE 

が真髄であり、ロータリーは人づくりであり、例会がその

場であると思います。 

ロータリーの魅力とはロータリーの本質の中から見出さ

れるものです。ロータリーの魅力はもう、クラブの自治権

しか取り戻せないのです。 
 
 

 
＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 
地区研修協議会には、皆様に献身的なご尽力を頂きありが
とうございました。 剱田 廣喜 
 

4/17 地区研修協議会には荒天候にもかかわらず、ご協力
頂きまして誠にありがとうございました。衷心よりお礼申
し上げます。 伊藤 正隆 
 

先日の地区研修協議会、アクシデント続きの中、持ち場の
メンバーさんはプロ並みの働きにより最後までご協力頂
きまして本当にご苦労様でした。感謝あるのみ！！ 

橋本 修 
 

平林さんは無事手術が成功したようです。皆さん、一生一
寸先が闇！注意して生活しましょう。 周 信夫 
 

地区研修協議会、ご成功おめでとうございます。両日とも
お手伝い参加できず大変申し訳ありませんでした。 
 海老沢 玲子 

 
 
 
誕生日のお祝いありがとうございました。また、先週の研
修協議会、盛会おめでとうございました。それと、平林さ
んの退院ホッとしております。全快を祈念してニコニコへ。
 鶯塚 英雄 
 
妻の誕生日に情熱の赤いバラをプレゼントして頂きあり
がとうございました。 西倉 良介 
 

３月中、お休みして申し訳ありません。女性会員の方が増
えてとても嬉しいです。 前越 路子 
 

本日、早退させて頂きます。 永田 富次 岡﨑 壮男 
 

 


